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四

九

、

き

み

こ

の

魔

法 

  

十

月

三

十

一

日

か

ら

鹿

児

島

県

で

国

民

文

化

祭

が

開

催

さ

れ

ま

す

。
「

月

の

舟

」

は

九

つ

の

講

座

・

イ

ベ

ン

ト

を

応

援

事

業

と

し

て

登

録

し

ま

し

た

。 
 

い

ち

ば

ん

の

目

玉

は

、

十

一

月

一

日

（

日

）
古

典

の

日

に

ち

な

ん

で

、「

色

で

愉

し

む

源

氏

物

語

」

と

「

香

り

で

愉

し

む

源

氏

物

語

」

の

二

本

立

て

。

今

回

は

若

く

て

美

し

い

専

門

家
（

色

彩

と

お

香

）

の

先

生

と

コ

ラ

ボ

し

て

の

企

画

。

め

ち

ゃ

く

ち

ゃ

楽

し

み

で

す

。 
 

十

一

月

十

五

日

の

向

田

邦

子

文

学

館

の

誕

生

日

記

念

朗

読

会

で

は

、
小

説
「

思

い

出

ト

ラ

ン

プ

」

で

月

の

舟

賞

を

競

い

ま

す

。

向

田

邦

子

文

学

散

歩

も

久

々

に

開

催

し

ま

す

。 
 

十

一

月

八

日

の

午

後

は

月

下

美

人

ク

ラ

ス

を

延

期

し

て

、

南

九

州

市

で

の

国

民

文

化

祭

「

現

代

詩

の

祭

典

」

に

参

加

し

ま

す

。
参

加

希

望

の

方

は
「

月

の

舟

」

ま

で

ご

一

報

く

だ

さ

い

。 
 

国

民

文

化

祭

が

終

わ

っ

た

ら

、

井

原

慶

一

郎

先

生

（

鹿

児

島

大

学

教

授

）

に

よ

る

デ

ィ

ケ

ン

ズ

『

ク

リ

ス

マ

ス

・

キ

ャ

ロ

ル

』

の

完

訳

刊

行

記

念

イ

ベ

ン

ト

を

「

月

の

舟

」

で

開

催

し

ま

す

。

メ

デ

イ

ア

論

の

若

手

旗

手

お

ふ

た

り

と

井

原

先

生

と

の

鼎

談

、

今

か

ら

ぞ

く

ぞ

く

し

ま

す

。
（

詳

細

は

裏

面

掲

載

） 
 

 

ま

た

、
十

一

月

二

十

四

日
（

火

）

午

後

七

時

か

ら

「

天

文

館

の

夜

ゼ

ミ

」

と

題

し

て

、

鹿

児

島

国

際

大

学

・

小

林

潤

司

先

生

の

ゼ

ミ

生

の

皆

様

と

月

の

舟

の

コ

ラ

ボ

で

、

あ

の

又

吉

直

樹

さ

ん

の

芥

川

賞

小

説

『

火

花

』

を

読

み

ま

す

。

若

者

の

新

し

い

読

み

に

期

待

！

皆

様

も

奮

っ

て

ご

参

加

を

。 
 

十

二

月

五

日

（

土

）

は

、

い

よ

い

よ

第

二

回
「

月

の

舟

」
学

園

祭

。

今

年

は

、

鹿

児

島

市

中

央

公

民

館

で

午

前

十

時

か

ら

三

時

ま

で

開

催

。

午

後

五

時

か

ら
「

月

の

舟

」
に

て

忘

年

会

。

「

月

の

舟

」

ら

し

い

ハ

イ

レ

ベ

ル

で

楽

し

い

プ

ロ

グ

ラ

ム

が

着

々

と

組

ま

れ

て

い

ま

す

。

入

場

無

料

で

す

か

ら

、

ぜ

ひ

ご

家

族

や

お

友

達

も

お

誘

い

く

だ

さ

い

ま

せ

。 

 

最

近

、
あ

る

魔

法

を

発

見

し

ま

し

た

。

そ

れ

は

「

わ

た

し

っ

て

、

凄

い

」

と

自

己

暗

示

に

か

け

る

魔

法

。

ど

ん

な

小

さ

な

こ

と

で

も

「

わ

た

し

っ

て

、

天

才

」

と

自

分

に

声

掛

け

す

る

と

、
元

気

百

倍

。

自

分

を

肯

定

し

、

褒

め

ま

く

っ

て

い

る

と

、

素

直

な

気

持

ち

に

な

り

ま

す

。

た

と

え

ば

文

章

を

書

く

と

き

も

「

こ

ん

な

ん

じ

ゃ

ダ

メ

」

と

ダ

メ

出

し

を

し

な

い

で

、

素

直

に

書

い

て

み

る

。

上

手

下

手

を

考

え

な

い

。

す

る

と

身

体

に

溜

め

込

ん

で

い

た

言

葉

た

ち

が

解

放

さ

れ

て

、

気

持

ち

が

軽

く

な

り

ま

す

。

こ

の

き

み

こ

の

魔

法

、

ぜ

ひ

お

試

し

あ

れ

！ 
 

「

月

の

舟

」

は

こ

ん

な

魔

法

の

成

果

か

、

着

々

と

愛

と

笑

い

と

癒

し

の

空

間

に

な

っ

て

い

き

ま

す

。

仲

間

も

ど

ん

ど

ん

増

え

て

い

ま

す

。

年

齢

層

も

広

が

っ

て

い

ま

す

。

感

謝

、

感

謝

、

感

謝

！ 
 

こ

れ

か

ら

も

「

月

の

舟

」

を

皆

様

と

と

も

に

、

創

り

上

げ

て

い

き

た

い

も

の

で

す

。

芸

術

の

秋

、

月

の

舟

の

講

座

を

じ

ゃ

ん

じ

ゃ

ん

受

講

し

て

、

人

生

を

謳

歌

し

て

く

だ

さ

い

ね

。

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。 
 

 
 

（

み

た

け

き

み

こ

） 
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